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(最近の)研究分野： 宇宙の構造形成における非熱的成分(乱流・磁場）の役割の理解  

　私は主に波長cm帯の電波 と日本のX線天文衛星  XRISM を用いて銀河団内の乱流や磁場がどのように生成さ

れ、今の構造を維持・形成しているのか、またそれが宇宙の構造形成にどのように影響するのかを理解する。  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所属：素粒子宇宙起源研究所、 居室：理学部C館(D2-11) 307号室 お願い　　（記入の際は本文章は消して下さい！）
✔ 学振PD・RPD全員と本自己紹介カードを共有します。
✔ メールアドレスの記載をお願いします。
✔ 現在の所属の記載もお願いします。（キャンパス名や〇〇棟など

も記載があると分かりやすいかも。）
✔ 日本語でもOKです。
✔ PD等同士の異分野交流を目的としているので、研究内容につ

いて、分かりやすく記載してください。
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MDAS使⽤歴：2018/10/02に利⽤申請。博論のためのVLAデータ解析をAIPSでする。

VLA(cm) ALMA(mm)uGMRT(m) XRISM (nm;Å)

https://www.rocketstem.org/2020/03/21/ice-and-stone-special-topic-13/


MDASの利⽤状況(使⽤ソフト)
• MDASが⽤意したソフト

• vncserver
• carta
• CASA
• miriad
• (AIPS)

• ⾃分でインストール
• conda
• HEASoft
• SPAM  (AIPS + ParselTongue)
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MDASの利⽤状況(容量)
• 新システム移⾏ (2024/7)

• 作業領域最⼤：30TB
• nfs領域：10 x 3 TB

• ⼤きいデータ
• ALMA系：平均 20 TB ?

• 1天体、合計20時間くらい
• uGMRT系：1天体 10 TB ? 

• 複数天体、複数観測
• その他：

• X線(XRISM)、VLBI、etc



MDASの利⽤状況(成果)



MDASの利⽤状況(成果)

MG0414: なんとか来年中には、、、、

先週PASJに受理

Keszthelyi et al.  (2025)

学⽣の修論 (の⼀部)



MDASへのフィードバック
• MDASは多波⻑データ解析にとても有⽤

• 国内！標準(?)ソフトウェアの使⽤！ソフトインストール可
• 近年のデータの肥⼤化
• 複数プロジェクト並列進⾏によるデータの多様化(と肥⼤化)
• ⼤規模/並列計算に耐えるマシン(cpu)パワー

• Tutorialにも活⽤させていただいている。

• 課題 (?)
• データストレージの制限 -> ADCと相談可能
• サーバー安定使⽤ ->  cpu/スレッド数制限、稼働状況公開
• ネットワークスピード？点検‧メンテ？

• 海外出張時に少し苦戦しちゃう -> クラウド化?AWS,GCP


